










〔まとめ〕 

 以上昭和 56 年 2 月より 57年 12 月までに東邦大学大森病院周産期センターに入院し,生

存・退院した 218 例中 follow-up の対象となった 159 例について調査した。途中脱落した

ものが 32 例あったが,1500g 未満は全例追跡できた。 

 家庭的・社会的問題のあったものは 10 例(6.3%)で LBW には,望まれない児(人工早産),

未婚の母が多く,乳児院へは 3例(1.9%)が収容された。 

 退院時に貧血,くる病,未熟児網膜症,BPD の問題をもって退院した例の大半は治癒して

いる。しかし網膜症の 1例は弱視,BPD で慢性化したものが 2例あった。慢性腎不全の1例

も治療中である。中枢神経系疾患は 18例(14.2%)にみられた。しかし先天性疾患と仮死の

1例を除くと,予後は比較的良好で,頭蓋内出血,CT上の脳室拡大があっても,正常な発達あ

るいは僅かな遅滞がみられるにすぎない。 

 退院後の罹患状況は気道感染が最も多く,大半が乳児期前半である。川崎病には 3 例

(2.4%),near miss(SIDS)が 1 例あった。 

  これら多くの問題点をもつ低出生体重児は継続的管理が重要である。follow-up にあた

っては他科との関連が必要であり,この点は大学病院であったため容易であり,事後措置が

とりやすかった。低出生体重児の継続管理は,NICU のある施設が中心となって行われるこ

とが望ましいと考える。 


